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施された。ハリヤーナー州を除いては，UPA と NDA のどちらの陣営も安定多
数を獲得できず，新政権の成立過程で，州知事の行動が問題とされ，また UPA
陣営加盟政党間の対立が表面化した。ビハール州では大統領直接統治を経て再度






























































































及ばなかった。また会議派は10議席にとどまった。一方 NDA 陣営では，BJP と
JD（U）が各37議席，55議席と，ともに前回よりも議席を増やしたものの，過半
数には及ばなかった。そのため29議席を獲得した LJP の動向に注目が集まった。
RJD への強い反発から，パスワン LJP 総裁は，UPA や NDA といった政党連合





























ばした LJP の内部分裂であった。５月21日，LJP のナグマニ幹事長をはじめと
する10人以上の州議会議員が党を脱退し NDA 加盟政党である JD（U）に合流し





　LJP の分裂は UPA 陣営内の RJD の立場を強めることになった。９月３日，選
管はビハール州選挙を10月から11月の４日間に分けて実施すると発表した。２月
選挙での作戦の失敗から，いち早く RJD への全面的協力を表明していた会議派
は，パスワン LJP 総裁に対し会議派と RJD の同盟に参加するかどうかを決める
よう迫った。一方，RJD との連携を拒む LJP についてヤーダヴ RJD 総裁は LJP









減）を含む UPA 陣営の議席はあわせて65議席に留まった。LJP は29議席から10
議席と大幅な減少となった。NDA 陣営の勝因は，UPA 陣営が二分されたこと，




















し，BJP の執行体制への不満を明らかにした。RSS と BJP の関係については，
会議派に代わる政党としての地位を獲得するためにはイデオロギーのうえで妥協



























































































































































































































　（出所）　Reserve Bank of India, Bulletin, February 2006および中央統計局プレスリリース
（2006年２月10日付）より作成。
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常赤字を対 GDP 比で0.5％，財政赤字を同0.3％削減するという FRBM の規定
に従った内容となっている。歳出面では補助金支出の一層のターゲット化，歳入
面では税収基盤の拡大などが課題となっている。通商政策面では原産地規則やセ
ンシティブ品目などの交渉が難航する ASEAN との FTA 交渉を進捗させること
ができるかが注目される。ASEAN との FTA は関税引き下げ開始が先送りされ
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Shivraj V. Patil（INC） 内務
Ram Vilas Paswan（LJSP）
 化学・肥料，鉄鋼
S. Jaipal Reddy（INC） 都市開発，文化










H. R. Bhardwaj（INC） 司法・公正




























B. K. Handique（INC） 国防，議会問題
Panabaka Lakshmi（INC） 保健・家族福祉
Dasari Narayan Rao（INC） 石炭，鉱業
Shakeel Ahmad（INC） 通信・情報技術
















Md. Ali Ashraf Fatmi（RJD） 人的資源開発
A. Narendra（TRS） 農村開発
R. Velu（PMK） 鉄道





E. V. K. S. Elangovan（INC） 商工業
Kanti Singh（RJD） 人的資源開発
Namo Narayan Meena（INC） 環境・森林
Akhilesh Prasad Singh（RJD）
 農業，消費者問題・食糧・公共配給
（出所）　A Gateway to Government of India Info 
over the web（http://indiaimage.nic.in/）
, Prime Minister’s Office website（http://
pmindia.nic.in）, Lok Sabha website
（http://loksabha.nic/in）.
（注）　カッコ内は以下の政党名略称。CPI（M）：
Communist Party of India（Marxist）, 
DMK：Dravida Munnetra Kazhagam, 
INC：Indian National Congress, JMM：
Jharkhand Mukti Morcha, LJSP：Lok Jan 
Shakti Party, MLKSC：Muslim League 
Kerala State Committee, NCP：Nationalist 
Congress Party, PMK：Pattali Makkal 




2000/01 2001/02 2002/03 2003/04 2004/051） 2005/062）
国 内 総 生 産（GDP，10億ルピー）
　名 目
　実 質（1999年度価格）




総 国 内 資 本 形 成（GDP比，％）
総 国 内 貯 蓄 率（GDP比，％）
19,302
18,704










































　（出所）　Ministry of Finance, Economic Survey 2005-2006；Ministry of Statistics & Programme 
Implementation ウェブサイト，“Press Note：Advance Estimates of National Income 2005-06”．
2000/01 2001/02 2002/03 2003/04 2004/05 2005/06
工 業 生 産 指 数（1993年度＝100）
農 業 生 産 指 数（1981年度＝100）




























　（出所）Ministry of Finance, Economic Survey 2005-2006；Ministry of Commerce and Industry ウェ
ブサイト；Labour Bureau ウェブサイト。
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農 林 漁 業 ・ 鉱 業
製造業・建設・電力・ガス・水道
貿 易・ホ テ ル・運 輸・通 信
金 融 ・ 保 険 ・ 不 動 産
行 政 ・ 国 防 ・ そ の 他






































　（出所）　Ministry of Statistics & Programme Implementation ウェブサイト，“Press Note：Advance 




　（出所）　Ministry of Finance, Economic Survey 2005-2006；Ministry of Statistics & Programme 
Implementation ウェブサイト；Labour Bureau ウェブサイト：IMF, International Financial 
Statistics, 2006年２月号．




食 糧 穀 物 生 産（100万トン）









































　（出所）　Reserve Bank of India, Handbook of Statistics on the Indian Economy 2004-05；同，Bulletin 
2006 February．
　 2000/01 2001/02 2002/03 2003/04 2004/05 2005/06（4-9月期）
経 常 収 支
　貿 易 収 支
　　輸 出
　　輸 入































資 本 収 支   8,840   8,551  10,840  16,736  31,027  18,716
総 合 収 支   5,868  11,757  16,985  31,421  26,159   6,502















輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
ア メ リ カ  52,730 21,505  52,799  23,136  59,604  28,269
E U 25
　　イ ギ リ ス
　　ド イ ツ

























ア ジ ア ・ オ セ ア ニ ア
　　中 国
　　香 港
































C I S ・ バ ル ト ３ 国  　　…  　　…   4,743   5,796   4,663   8,320
ラ テ ン ア メ リ カ  　　…  　　…   5,183   5,351   9,357   8,553
ア フ リ カ  　　…  　　…  16,947  14,691  24,093  16,808
合 計 255,137 297,206 293,367 359,108 356,069 481,064
　６　国・地域別貿易  （単位：1,000万ルピー）
　（出所）　Ministry of Finance, Economic Survey 2004-2005；同，Economic Survey 2005-2006．
2002/03 2003/04 2004/05 2005/06（修正予算） 2006/07（予算）
歳 入⑴＝⑵＋⑸
　経 常 歳 入⑵＝⑶＋⑷
　税 収⑶
　　非 税 収⑷
　資 本 収 入⑸＝⑹＋⑺＋⑻
　　貸 付 回 収⑹
　　　そ の 他 収 入⑺
　　借 入 な ど⑻
歳 出⑼=⑽+⑾
　非 開 発 支 出⑽
　開 発 支 出⑾
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　（出所）　Government of India, Union Budget 2004-2005；同，Union Budget 2005-2006；同，Union 
Budget 2006-2007．
